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 97.0  94.7  97.6  101.3
(▲2.3) (▲2.4) ( 3.1) ( 3.8)

 97.6  97.3  99.2  101.2
( 0.8) (▲0.3) ( 2.0) ( 2.0)

 103  105.4  108.5  108.6
概　　要 ( 1.7) ( 2.3) ( 2.9) ( 0.1)

   鹿児島県の鉱工業の生産・出荷・在庫の動向を指数として明らかにして
 地域経済の動向把握，分析等の基礎資料として利用されている。

　鉱工業指数に  　現在の指数は，平成１２年＝１００として算出している。
　ついて

  鹿児島県鉱工業指数の詳細内容は，県のホームページに掲載されています。
   http://www.pref.kagoshima.jp/home/tokeika/index.html

資　　料 　 別添の通り

取材案内 　 随時担当者まで

平成１９年　１１月　２８日発表資料

項　目

原　　指　　数 季節調整済指数

第４四半期
(前期比 %)

第１四半期
(前期比 %)

第２四半期
(前期比 %)

第３四半期
(前期比 %)

生　産 97.8 2.3

前年比(%)

出　荷  98.9 3.6

在　庫  106.4 8.5

平成１８年の鹿児島県の鉱工業指数の年平均（原指数）は，生産指数

が 97.8 で前年比 2.3％と 2 年ぶりの上昇となった。 

また，出荷指数は 98.9 で前年比 3.6％, 在庫指数は 106.4 で同  8.5％
と上昇した。 

生産の年間動向を四半期別（季節調整済指数）にみると，第１四半期

は 97.0 で前期比 ▲2.3％，第２四半期 94.7 で同 ▲2.4％と低下し，

第３四半期は 97.6 で同 3.1％，第４四半期 101.3 で同 3.8％と年後半

は上昇した。 

さらに，業種別の生産動向（原指数）をみると，電子部品・デバイス

工業(前年比 16.3％)，電気機械工業(同 9.9％)など１５業種中７業種が

前年より上昇し，輸送機械工業(前年比▲31.3％)，一般機械工業(同▲

15.9％)など８業種が低下している。  


